
史記『鴻門の会』　定期テスト対策

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／26）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。漢文は「読み」と「句法」で点が決まります。

Ａで読み、Ｂで句法、Ｄで訳、Ｅで内容と、テストに出る順に並べてあります。

あらすじ＝項羽が劉邦を宴に招く。范増は殺せと三度合図するが、項羽は動かない。范増は項荘に剣の舞をさせて討たせようとす

るが、項伯がかばって果たせない。

一
　
次
の
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

沛
公
旦
日
（
た
ん
じ
つ
）
百
余
騎
を
従
へ
、
来
た
り
て
項
王
に
①

見
（
ま
み
）
え
ん
と
し
、
鴻
門
に
至
り
、
謝
し
て
曰
は
く
、
「
臣
（
し
ん
）
将
軍

と
②

力
を
戮
（
あ
は
）
せ
て
秦
を
攻
む
。
将
軍
は
河
北
（
か
ほ
く
）
に
戦
ひ
、
臣
は
河
南
（
か
な
ん
）
に
戦
ふ
。
然
れ
ど
も
③

自
ら
意
（
お
も
）
は

ざ
り
き
、
能
（
よ
）
く
先
に
関
（
か
ん
）
に
入
り
て
秦
を
破
り
、
復
（
ま
）
た
将
軍
に
此
（
こ
こ
）
に
見
（
ま
み
）
ゆ
る
を
得
ん
と
は
。
今
者
（
い

ま
）
小
人
（
し
ょ
う
じ
ん
）
の
言
有
り
て
、
④

将
軍
を
し
て
臣
と
郤
（
げ
き
）
有
ら
し
む
。
」
と
。

項
王
曰
は
く
、
「
此
れ
沛
公
の
左
司
馬
（
さ
し
ば
）
曹
無
傷
（
そ
う
む
し
ょ
う
）
之
を
言
へ
り
。
⑤

然
ら
ず
ん
ば
、
⑥

籍
（
せ
き
）
何
を
以
（
も
っ
）

て
か
此
（
こ
こ
）
に
至
ら
ん
。
」
と
。

項
王
即
日
（
そ
く
じ
つ
）
因
（
よ
）
り
て
沛
公
を
留
め
て
与
（
と
も
）
に
飲
む
。
項
王
・
項
伯
は
⑦

東
嚮
（
と
う
き
ょ
う
）
し
て
坐
し
、
⑧

亜
父

（
あ
ほ
）
は
南
嚮
（
な
ん
き
ょ
う
）
し
て
坐
す
。―

亜
父
と
は
范
増
な
り
。―

沛
公
は
⑨

北
嚮
（
ほ
っ
き
ょ
う
）
し
て
坐
し
、
張
良
は
西
嚮
（
せ
い

き
ょ
う
）
し
て
侍
（
じ
）
す
。

范
増
⑩

数
（
し
ば
し
ば
）
項
王
に
⑪

目
し
、
佩
（
お
）
ぶ
る
所
の
玉
玦
（
ぎ
ょ
っ
け
つ
）
を
挙
げ
て
以
て
之
に
示
す
⑫

者
（
こ
と
）
三
た
び
す
。
項

王
⑬

黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
ぜ
ず
。

范
増
起
ち
、
出
で
て
項
荘
を
召
し
、
謂
（
い
）
ひ
て
曰
は
く
、
「
君
王
（
く
ん
お
う
）
⑭

人
と
為
（
な
）
り
忍
び
ず
。
若
（
な
ん
ぢ
）
入
り
て
前

（
す
す
）
み
て
寿
（
じ
ゅ
）
を
為
し
、
寿
畢
（
を
は
）
ら
ば
、
請
ふ
剣
を
以
て
舞
ひ
、
因
り
て
沛
公
を
坐
に
撃
ち
て
、
之
を
殺
せ
。
不
（
し
か
）
ら

ず
ん
ば
、
⑮

若
（
な
ん
ぢ
）
が
属
（
ぞ
く
）
皆
且
（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す
。
」
と
。

荘
則
ち
入
り
て
寿
を
為
す
。
寿
畢
り
て
曰
は
く
、
「
君
王
沛
公
と
飲
む
、
軍
中
（
ぐ
ん
ち
ゅ
う
）
以
て
楽
し
み
を
為
す
無
し
。
請
ふ
剣
を
以
て
舞
は

ん
。
」
と
。
項
王
曰
は
く
、
「
諾
（
だ
く
）
。
」
と
。
項
荘
剣
を
抜
き
起
ち
て
舞
ふ
。
項
伯
も
亦
（
ま
）
た
剣
を
抜
き
起
ち
て
舞
ひ
、
常
に
身
を
以
て
沛

公
を
翼
蔽
（
よ
く
へ
い
）
す
。
荘
撃
つ
を
得
ず
。

語
注
　
沛
公＝

劉
邦
。
項
王＝

項
羽
。
籍＝

項
羽
の
名
（
項
籍
）
。
亜
父＝

父
に
次
ぐ
ほ
ど
敬
う
人
。
郤＝

す
き
ま
。
仲
た
が
い
。
玉
玦＝

欠
け
た
輪
の
玉
。
翼
蔽＝

翼
の
よ
う
に
お
お
い
か
ば
う
。
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Ａ
　
語
句
と
読
み
（
1
〜
8
）
　
※
読
み
ま
ち
が
い
が
失
点
の
第
一
位

（
1
）
①
「
見
（
ま
み
）
え
ん
」
の
「
見
」
の
読
み

（
2
）
②
「
力
を
戮
（
あ
は
）
せ
て
」
（
戮
す
）
の
意
味

（
3
）
③
「
自
ら
意
（
お
も
）
は
ざ
り
き
」
の
意
味

（
4
）
⑤
「
然
ら
ず
ん
ば
」
の
意
味

（
5
）
⑧
「
亜
父
（
あ
ほ
）
」
の
「
亜
」
の
意
味

（
6
）
⑩
「
数
（
し
ば
し
ば
）
」
の
読
み
と
意
味

（
7
）
⑪
「
目
し
」
（
目
す
）
の
意
味

（
8
）
⑫
「
者
（
こ
と
）
三
た
び
す
」
の
「
者
」
の
意
味

Ｂ
　
句
法
（
9
〜
13
）
　
※
使
役
・
反
語
・
再
読
文
字
・
受
身

（
9
）
④
「
将
軍
を
し
て
臣
と
郤
（
げ
き
）
有
ら
し
む
」
の
句
法
名

（
10
）
④
「
将
軍
を
し
て
臣
と
郤
（
げ
き
）
有
ら
し
む
」
の
口
語
訳

（
11
）
⑥
「
籍
（
せ
き
）
何
を
以
（
も
っ
）
て
か
此
（
こ
こ
）
に
至
ら
ん
」
の
句
法
名

（
12
）
⑮
「
若
（
な
ん
ぢ
）
が
属
（
ぞ
く
）
皆
且
（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す
」
の
「
且
」
の
読
み
と
働
き

（
13
）
⑮
「
若
（
な
ん
ぢ
）
が
属
（
ぞ
く
）
皆
且
（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す
」
の
「
為A

所B

」
の
句
法
名
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Ｃ
　
主
語
は
だ
れ
か
（
14
〜
17
）

（
14
）
①
「
見
（
ま
み
）
え
ん
」
（
お
目
に
か
か
ろ
う
と
し
た
の
は
誰
か
）

（
15
）
⑥
「
籍
（
せ
き
）
何
を
以
（
も
っ
）
て
か
此
（
こ
こ
）
に
至
ら
ん
」
（
「
籍
」
と
は
誰
の
こ
と
か
）

（
16
）
⑬
「
黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
ぜ
ず
」
（
黙
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
の
は
誰
か
）

（
17
）
「
常
に
身
を
以
て
沛
公
を
翼
蔽
す
」
（
か
ば
っ
た
の
は
誰
か
）

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
④
「
将
軍
を
し
て
臣
と
郤
（
げ
き
）
有
ら
し
む
」

（
19
）
⑥
「
籍
（
せ
き
）
何
を
以
（
も
っ
）
て
か
此
（
こ
こ
）
に
至
ら
ん
」

（
20
）
⑬
「
黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
ぜ
ず
」

（
21
）
⑮
「
若
（
な
ん
ぢ
）
が
属
（
ぞ
く
）
皆
且
（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す
」
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Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
26
）

（
22
）
⑦
「
東
嚮
（
と
う
き
ょ
う
）
し
て
坐
し
」
・
⑨
「
北
嚮
（
ほ
っ
き
ょ
う
）
し
て
坐
し
」
に
つ
い
て
、
席
の
向
き
か
ら
項
王
と
沛
公
の
関
係
を
ど
う
読
み
取
れ
る
か
。
四
十

字
以
内
で
書
け
。

（
23
）
⑫
「
者
（
こ
と
）
三
た
び
す
」
で
、
范
増
は
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
三
十
字
以
内
で
書
け
。

（
24
）
⑬
「
黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
ぜ
ず
」
の
よ
う
に
項
王
が
動
か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
25
）
范
増
が
自
分
で
沛
公
を
斬
ら
ず
、
項
荘
に
命
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（

26

）

こ

の

場

面

全

体

か

ら

、

項

王

と

沛

公

の

運

命

を

分

け

た

の

は

何

だ

っ

た

と

読

み

取

れ

る

か

。

四

十

字

以

内

で

書

け

。

【テスト直前チェック】漢文はこの三つ　❶読み＝見（まみゆ）・数（しばしば）・者（こと）・不者（しからずんば）。ここを落とす人がいちば

ん多い。　❷句法4つ＝使役「AをしてBせしむ」／反語「何を以てか〜ん」／再読文字「且（まさに〜んとす）」／受身「為A所B」。　❸席次＝

東が最上席。項王が東、沛公が北＝この時点で上下がついている。
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